
様式９                                   

 

「富士見市公共施設等総合管理方針改訂（案）及び富士見市公共施設個

別施設計画（案）」に対する意見募集の結果について 

令和３年３月１０日 

管 財 課 

意見募集結果及び寄せられた意見に対する市の考え方について、次のとおり公表します。 

ご協力に感謝申し上げます 

【意見募集の集計結果】 

１ 意見募集期間 
令和  ３年 ２月 １日（ 月 ）から 

令和  ３年 ３月 １日（ 月 ）まで 

２ 意見の件数        ２  件 

３ 意見提出方法 

ホームページ応募専用フォーム １人 

郵送 ０人 

ファクシミリ ０人 

直接持参 ０人 

４ 反映状況 

Ａ 意見を反映し、案を修正したもの １件 

Ｂ 既に案で対応済みのもの ０件 

Ｃ 今後の参考とするもの １件 

Ｄ その他 ０件 

【募集意見】  （２件） 

No 意見概要 市の考え方 
反映 

状況 

１ 
１ 各施設の建設からの年数等の一覧

に敷地が私有地なのか、民地を借用し

ているのかも記載をしてはと思いま 

す。公共施設を今後、再編する議論で

土地が民地で、将来相続の際などに買

収あるいは返還の可能性があるという 

のは考慮の材料の一つになると思いま

す。 

 

ご指摘のとおり個別施設計画 2 ペー

ジから 5ページまでで記載します。 

Ａ 



２ 
２ 給食センターについては、アレル

ギー対応ができていないのは「子育て

支援」を掲げる富士見市の「弱点」で 

もあります。これからは市民の多国籍

化も進むことから「ハラール給食」が

求められる時代が来ることも考えられ 

ることから、給食センターについては

「必要に応じて移転を検討」とありま

すが、この点はより踏み込んだ記載に 

すべきと思います。 

現在、1 日当たり約 9,000 食の給食

を、学校給食センターで作り、各小中

学校へお届けしています。ハラール等

の宗教文化への対応や、多種類のアレ

ルゲンへの対応など、多様な御要望に

お応えすることは、手狭な現在の敷

地・施設では難しいのが実情です。本

市には、多くの国の方々が居住されて

おり、文化・習慣等の違いに基づいた

給食の提供や、アレルゲン対応の給食

の提供は今後において大切なことであ

ると認識しておりますが、広い敷地の

確保や高額な設備機器の調達等、クリ

アすべき課題が多々ありますので、他

市の動向、民間活力の導入も視野に入

れながら最善の方策を検討していきた

いと考えています。 

Ｃ 

 


